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７.６	 	生態系	

事後調査計画に基づき、地域の生態系を特徴づける種の生息状況の調査を実施した。	

（１）調査内容	

１）調査項目	

調査項目は工事の実施による地域の生態系を特徴づける種（上位性：ノスリ、典型性：ニホ

ンアカガエル）の生息状況の変化とした。	

２）調査方法	

①		ノスリ（上位性） 

ノスリについての現地調査は定点調査により行い、調査時間内に確認されたノスリの飛行

経路を 1/10,000 の地形図上に記録した。この際、ハンティングや繁殖に関わる行動などの特

記行動も記録したほか、確認個体の性別、成鳥・幼鳥の区分、風切羽の欠損の状態などの個

体の特徴についても可能な限り記録をとった。調査時間は概ね 9～16 時とした。	

②		ニホンアカガエル（典型性） 

ニホンアカガエルについての現地調査は、水田の周囲（畦）を踏査し、目視で確認された同

種の卵塊、幼生、成体の数を数え、鳴き声も記録した。	

３）調査地域及び地点	

①		ノスリ（上位性） 

定点調査の実施地点は、評価書における調査（以下「既往調査」という。）において 4 地点か

ら調査毎に 1～2 地点を選択していたことを踏まえ、計画地及びその周辺の広い視野を確保で

きる 2 地点を設定した。定点調査の実施地点は図 7-6-1 に示すとおりである。	

②		ニホンアカガエル（典型性） 

踏査ルートは既往調査の結果と比較するため、既往調査ルートを踏まえて設定した。現地調

査で踏査を行ったルートは図 7-6-2 に示すとおりである。	

４）調査時期	

調査時期は表 7-6-1 に示すとおりである。ノスリの調査は事後調査計画に基づき 2 ヵ月に 1

回の頻度で実施した。ニホンアカガエルの調査時期については、既往調査と同様に、春季に卵

塊、あるいは変態したばかりの亜成体個体が水田周辺の随所に見られると予想されることから

この時期に設定した。	

	

表 7-6-1	 調査時期（生態系）	

調査項目	 調査時期	

ノスリ（上位性）	 平成 27 年 5 月 30 日、7 月 8 日	

ニホンアカガエル（典型性）	 平成 27 年 5 月 31 日	
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図 7-6-1	 ノスリ調査定点位置図	
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図 7-6-2	 ニホンアカガエル調査ルート図	
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ノスリ
四国から北海道の山地の林で繁殖するが、春と秋に渡りが見られ、冬
は全国の山地や平野部の農耕地、原野、干拓地などでも見られる。

留鳥として沿岸部から平野部、山間部に至る県内各地で観察される。

現地調査では主に で確認された。秋季と冬季に
は でも確認された。

生息場所 平地から山地の林、草原、農耕地、川原などに生息する。雪の多い山
地の個体は秋季に山麓や平地へ移動し、冬季には農耕地、川原、市街
地の公園などにも出現する。

営巣場所 主に山地の林で繁殖し、アカマツ、カラマツなどに営巣する。毎年同
じ巣を使うことが多い。

繁殖 4月上旬から5月上旬にかけて産卵する。1腹の卵数は2～4個で､2～3個
の場合が多い。卵は4月末から6月初めにかけて孵化し､雛は6月上旬か
ら7月下旬にかけて巣立つが、巣立ち後6～8週間くらいは親鳥から餌
をもらい続ける。

餌 ネズミ類、モグラ、イタチなどの小型哺乳類が多く、ノウサギや鳥類
を捕ることもある。夏にはこの他にカエル類、ヘビ類、トカゲ類、大
型昆虫類も捕食する。

生

態

的

特

性

種名
全国的な分布

宮城県における分布

調査地域における分布

主な植生 ノスリが捕食すると考えられる動物（現地調査で確認された種）
スギ・ヒノキ植林
クリ・コナラ群落

哺乳類
アカネズミ
鳥類
ヒヨドリ、シジュウカラ、ヤマガラ、アオジ、エナガ、メジロ、コゲ
ラ、ホオジロ、ウグイス等

水田雑草群落
畑地雑草群落

哺乳類
アズマモグラ、ハタネズミ、アカネズミ、イタチ
鳥類
スズメ、ツバメ、カワラヒワ、ヒバリ、キジバト、ホオジロ、ツグミ
（秋季・冬季）、キジ、キセキレイ、ハクセキレイ、セグロセキレ
イ、アオジ、ヒヨドリ、ムクドリ、カルガモ等
両生類
ニホンアカガエル、シュレーゲルアオガエル、アマガエル
爬虫類
シマヘビ、アオダイショウ、ヤマカガシ、カナヘビ

市街地 鳥類
スズメ、ツバメ、ムクドリ、ヒヨドリ、キジバト、ウグイス、ハクセ
キレイ、セグロセキレイ、カワラヒワ、モズ等

（２）調査結果

１）ノスリ（上位性）

① 	確認状況の概要

平成27年 5月及び7月調査の結果では と においてノスリが確認され

た。主に飛翔が確認された のほか､ の上空においても、

旋回上昇、とまりなどが確認された。ノスリの繁殖に関連する行動は特に確認されなかった。	

表 7-6-2	 ノスリの生態的特性	

表 7-6-3	 ノスリ確認範囲の主な植生とノスリが捕食すると考えられる動物	
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繁殖期（巣内外育雛期）における同種の確認状況は図 7-6-4 に示すとおりである。	

繁殖期にはノスリは

にて確認された。繁殖期におけるハンティングに関連する行動は確認されなかったが、

での旋回上昇が目撃され、探餌行動が示唆された。	

	

図 7-6-3	 ノスリの生活サイクル	

	

	

② 	その他の猛禽類の利用状況（繁殖期）

ノスリ以外の猛禽類では図 7-6-5、図 7-6-6 に示すようにオオタカが５例、サシバが１例の

出現であった。	

オオタカは で、サシバは にかけ

て確認され、いずれも繁殖行動を示すような特記すべき行動は確認されなかった。	
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図 7-6-4	 ノスリ確認状況（全図）	

この図は国土地理院の電子地形図

25000 を使用したものである。	
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図 7-6-5	 オオタカ確認状況（全図）	

この図は国土地理院の電子地形図

25000 を使用したものである。	
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図 7-6-6	 サシバ確認状況（全図）	

この図は国土地理院の電子地形図

25000 を使用したものである。	
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２）ニホンアカガエル（典型性）

ニホンアカガエルの成体の確認位置と確認数及び幼生の確認状況を図 7-6-7 に示す。調査の

結果、 では多数の鳴き声が確認されたほか、32 個体の亜成体〜成体のニ

ホンアカガエルが確認された。主な確認場所は、

であった。また、幼生が多数確認された もあり、亜成体〜成体の鳴き

声が確認された も多く見られた。	

既往調査のニホンアカガエルの産卵状況では「 では合計 45 個、 では合計

59 個の卵塊が確認された。卵塊は においても確認された。5 月 30

日に行った補足調査では新たな卵塊は確認されなかったものの、現地調査におけるニホンアカ

ガエルの幼生や亜成体の確認状況から、調査日の前後に産卵や孵化が行われたものも多数ある

と考えられた。」とされている。	

	 	 	 既往調査と同じ時期に現地調査を実施したが幼生は多数確認されたものの、卵塊は確認出	

	 	 来なかった、本年度は産卵の時期が既往調査時よりも早かったものと推察される。	

	

表 7-6-4	 ニホンアカガエルの生態的特性	

	

ニホンアカガエル
本州、四国、九州、隠岐、大隈諸島に分布し、八丈島には人為移入さ
れた。

海岸近くの平地から山地に広く生息し、主に丘陵地やその周辺で確認
される。

計画地内外の水田周辺で確認された。

生息場所 平野から低山の草地、森林、水田などに生息する。

産卵場所 主に水田や湿地などの日当たりのよい止水に産卵する。

繁殖 早春（1～3月頃）に水田や湿地などの日当たりのよい止水に産卵す
る。1腹の卵数は500～3000個である。幼生は5月下旬から6月にかけて
の初夏に変態し、上陸する。

餌 小型の節足動物などを捕食する。

生

態

的

特

性

種名
全国的な分布

宮城県における分布

調査地域における分布
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図 7-6-7	 ニホンアカガエルの生息状況	
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（３）調査結果の検討

１）ノスリ（上位性）

事後調査結果と評価書における予測結果との比較を表 7-6-5 に示す。評価書においては計画

地内の餌量の減少の観点からの予測を行っている。これまでに実施した事後調査の結果、ノス

リの探餌行動は主に や で確認されており、予測と同様で

あった。 での探餌行動も確認されたが、調査において轢死などの直接的影響は確認さ

れなかった。これらのことから、予測結果と概ね整合する調査結果であると考えられる。	

	

表 7-6-5	 予測結果との比較（ノスリ）	

予測結果の概要（評価書）	 事後調査結果の概要	

ノスリは計画地内を秋季や冬季の餌場として利用して

いるが、工事の際には、計画地内の水田や草地での重

機の稼動や盛土・掘削といった作業により､ノスリの餌

となる小型哺乳類、両生類、爬虫類が轢死・圧死する

ことや、鳥類が周辺地域に逃避することが予測される。

このため、工事によってノスリの餌量が減少すること

が予測される。しかし、計画地北側には計画地内と同

様の環境で工事の行われない地域が存在し、ノスリの

餌となる動物はそのような周辺地域でも確認されてい

でも確認されていること

から、工事によるノスリの餌量への影響の程度は計画

地周辺のノスリの生存を脅かすほど甚大なものにはな

らないものと予測される。	

	 また、ノスリはハンティングの際に地上で活動する

場合があることから、工事用車両の走行や重機の稼動

によってノスリが轢死などの直接的影響を受ける可能

性が考えられる。しかし、工事によって計画地内のノ

スリの餌量が減少することが予測されることから、こ

れに伴ってノスリが計画地内を餌場として利用するこ

とが少なくなると考えられる。このため、工事の際に

ノスリが轢死などの直接的影響を受ける可能性は低い

ものと予測される。	

【確認状況の概要】	

においてノスリが確

認された。主に

の上空においても飛翔が確認さ

れ、旋回上昇、とまりなどが確認された。ノス

リの繁殖に関連する行動は特に確認されなかっ

た。	
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２）ニホンアカガエル（典型性）

事後調査結果と評価書における予測結果との比較を表 7-6-6

ではニホンアカガエル成体が多数確認されており、車両の走行による影響につい

ては、工事を行った場合も現状と比較して状況の著しい変化は生じないとした予測結果と概ね

整合する調査結果である。	

	

表 7-6-6	 予測結果との比較（ニホンアカガエル）	

予測結果の概要（評価書）	 事後調査結果の概要	

ニホンアカガエルは、

では同種の卵が確認された。工事の際には、計

画地内の水田、休耕田、草地において重機の稼動や盛

土・掘削等の作業が行われることから、そこに生息す

るニホンアカガエルの成体や卵が圧死することが予測

される。しかし、 にはニホンアカガエルの

生息や産卵が可能な工事の行われない が存在し、

同種の成体や卵は でも多数確認さ

れていることから、工事によって調査地域のニホンア

カガエルが消滅するほどの著しい影響は生じないもの

と予測される。	

	 この他、ニホンアカガエルが産卵のために移動する

際や、変態を終えた若い個体が分散する際に道路を横

断する場合があることから、工事用車両の走行による

交通量の増加に伴って同種が轢死する可能性が高くな

ることが予測される。しかし、11 月下旬に で

ニホンアカガエルの成体が複数確認されたことから、

同種は産卵場所である水田付近を越冬場所としても利

用しているものと考えられ、産卵の際に成体が長距離

の移動を行う可能性は低いと考えられる。また、同種

の卵は と同様に確認され

ていることから、産卵の際に成体が

や

といった交通量の多い道路が既に存在してい

る。以上のことから、車両の走行による影響について

は、工事を行った場合も現状と比較して状況の著しい

変化は生じないものと予測される。	

【確認状況の概要】	

では多数の鳴き声が確認

されたほか、32 個体の亜成体〜成体のニホンア

カガエルが確認された。主な確認場所は、

もあり、亜成体〜成体の鳴き声が確

認された も多く見られた。	

	

	

（４）今後講ずる措置

	 事後調査結果は予測結果と著しく異なるものではなかったため、追加的な環境保全措置を講

じる必要は認められないが、平成 28 年度も工事が施工されるため、動物の逃避の促進、ノスリへ

の注意を工事用車両の運転手に促す、カエル類への雨天時は注意を払う、工事騒音の抑制等の環

境保全措置を継続して実施する。	
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